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   Ｃ０８Ｌ  35/06     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/30     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/14     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/00     (2018.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   3/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   35/06     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   20/02     　　　Ｃ
   Ｂ０１Ｊ   20/30     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   53/14     １００　
   Ｃ０８Ｋ    3/00     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/00     　　　　
   Ｃ０８Ｌ  101/00     　　　　
   Ｃ０８Ｊ    3/12     ＣＥＴＡ

【手続補正書】
【提出日】令和2年11月12日(2020.11.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バインダーと、
　ａ）ポリマーであって、
　　ｉ）１５～６５ｗｔ％の、式（Ｉ）、式（ＩＩ）、又はこれらの混合物の第１のモノ
マー単位、

【化１】

【化２】
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　　ｉｉ）３０～８５ｗｔ％の、式（ＩＩＩ）の第２のモノマー単位、及び
【化３】

　　ｉｉｉ）０～４０ｗｔ％の、式（ＩＶ）の第３のモノマー単位
【化４】

　（式中、各Ｒ１は、独立に、水素又はアルキル基であり、式（Ｉ）～（ＩＶ）中の各ア
スタリスク（＊）は、ポリマー材料中の別のモノマー単位への、又は末端基への結合部位
を示す）を含むポリマー、及び、
　ｂ）前記ポリマー材料に組み込まれた二価金属であって、前記ポリマー材料１グラム当
たり少なくとも１．５ｍｍｏｌの量で存在する、二価金属を含む、金属含有ポリマー材料
と、
　を含む複合顆粒。
【請求項２】
　前記ポリマー材料中に組み込まれる前記二価金属の量が、前記ポリマー材料１ｇ当たり
１．５～１５ｍｍｏｌの範囲内である、請求項１に記載の複合顆粒。
【請求項３】
　前記バインダーが、ケイ酸塩を含む、請求項１に記載の複合顆粒。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の複合顆粒を準備することと、
　前記複合顆粒を前記塩基性窒素含有化合物の蒸気に曝露することと、を含み、
　前記塩基性窒素含有化合物が、前記複合顆粒中の前記金属含有ポリマー材料の前記二価
金属と反応して、金属錯体を形成する、塩基性窒素含有化合物を捕捉する方法。
【請求項５】
　前記複合顆粒を前記塩基性窒素含有化合物に曝露すると、前記複合顆粒が色を変化させ
る、請求項４に記載の方法。
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